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2024 年３月期 第２四半期 決算説明動画 説明概要 

 

本日は、お忙しい中、株式会社マーベラス 2024 年３月期 第２四半期 決算説明動画をご視聴いただき、

誠にありがとうございます。 

代表取締役社長の佐藤でございます。 

 

資料_P.２_目次 

 

本日は、はじめに、第２四半期の決算概要、次に、セグメント別の状況と今後の展開について、最後に、今期

の業績予想についてご説明させていただきます。 
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それでは、早速、第２四半期の決算概要からご説明させていただきます。 

  

資料_P.４_決算サマリー 

 

こちらが、第２四半期の決算サマリーとなります。 

 

売上高は、前年同期比 121.2％の 139 億 9,900 万円、営業利益は、同 65％の 11 億 5,300 万円となりまし

た。 

 

コンシューマゲームの新作が国内、海外で発売されたことが主な要因となり、デジタルコンテンツ事業を中心

に、全セグメントで前年同期比増収となりました。 

 

しかしながら、新作ゲームソフトの発売に伴う開発費の計上、増加に加えて、第１四半期に発売した新作ゲー

ムソフト『LOOP8（ループエイト）』の販売が低調な推移となったことや、同じく新作ゲームソフト『FREDERICA

（フレデリカ）』の発売が第２四半期末ぎりぎりの９月 28 日であったため、業績寄与が限定的であったことなど

の影響により、減益となりました。 

 

 

 



 

3 
 

資料_P.５_四半期連結決算推移グラフ 

 

こちらは、四半期ごとの連結決算の推移をあらわしたグラフとなります。 

 

当第２四半期においては、アミューズメント事業の好調により、前四半期と比べ、増収増益となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

4 
 

続いて、セグメント別の概況についてご説明いたします。 

 

資料_P.７_セグメント別業績 

 

当第２四半期のデジタルコンテンツ事業は、売上高が、前年同期比 132.7％の 80 億 1,500 万円、セグメント

利益は、同 26.2％の１億 5,600 万円となりました。 

 

アミューズメント事業は、売上高が、前年同期比 104.9％の 42 億 7,100 万円、セグメント利益は、同 99％の  

15 億 9,300 万円となりました。 

 

音楽映像事業は、売上高が、前年同期比 119.1％の 17 億 1,200 万円、セグメント利益は、同 66.4％の２億 

4,200 万円という結果となりました。 
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資料_P.８_デジタルコンテンツ事業_概況 

 

ここからは、各セグメント別にご説明させていただきます。 

まずは、デジタルコンテンツ事業です。 

 

コンシューマゲームの新作が国内外で順次リリースされたほか、オンラインゲーム『ドルフィンウェーブ』の貢

献により、前年同期と比べて売上高は大きく伸長いたしました。 

一方で、各タイトルの開発費の増加に比べて一部タイトルの販売が低調な推移となったことなどにより、前年

同期比で減益となりました。 

 

第２四半期の主な新作タイトルといたしましては、完全新作アクション RPG『FREDERICA（フレデリカ）』を日

本・アジアで９月 28 日に発売いたしました。北米・欧州版も 10 月３日発売ですが、初回出荷分の売上は開

発費とともに９月に計上されております。 

 

海外向けには、６月 27 日に発売した『牧場物語 Welcome！ワンダフルライフ』が好調なセールスを継続して

いるほか、９月には、『ルーンファクトリー３スペシャル』の北米・欧州、Steam®版を発売いたしました。 

 

このほかにも、「東方プロジェクト」二次創作の弾幕アクション RPG『東方シンセカイ』を７月に、国内外で発売

したほか、子会社ジー・モードより、ピクチャレスク・アドベンチャーゲーム『OU』を８月に発売いたしました。 
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オンラインゲームでは、７月で 14 周年を迎えた『ブラウザ三国志』において、記念キャンペーン等を実施した

ほか、『剣と魔法のログレス いにしえの女神』、『シノビマスター 閃乱カグラ NEW LINK』 、『ドルフィンウェ

ーブ』では、人気 IP とのコラボ施策等を実施いたしました。 

 

資料_P.９_デジタルコンテンツ事業_今後のラインナップ 

 

続いて、こちらは、第２四半期以降のラインナップです。 

 

コンシューマゲームでは、新作『FREDERICA（フレデリカ）』の北米・欧州、Steam®版を 10 月３日から順次発

売いたしました。作品については、一定の評価はいただいておりますので、国内、海外ともに、この先も長く

売れるよう、引き続き販売促進に努めてまいります。 

 

また、こちらも完全新作となる新世代のファッション＆コミュニケーションゲーム『ファッションドリーマー』につき

ましては、今週の木曜日 11 月２日より、国内・アジアを皮切りにワールドワイドで発売となります。 

先週より、テレビ CM も展開しておりますが、年末年始商戦も見据えて、より多くのお客様に手に取ってお楽

しみいただけるようプロモーションにも力を入れております。 

 

このほかにも、インディータイトルといたしまして、『Cuisineer』や『NOVA ANTARCTICA』といったタイトルの

発売も控えております。 
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オンラインゲームにおきましては、まずは、今月 20 日に１周年を迎え、２年目に入った『ドルフィンウェーブ』

につきまして、引き続き運営に注力してまいります。 

また、11 月で６周年を迎える『シノビマスター 閃乱カグラ NEW LINK』、12 月で 10 周年を迎える『剣と魔法

のログレス いにしえの女神』において、年末にかけて、様々な周年施策などを行ってまいります。 

 

資料_P10_アミューズメント事業_概況 

 

続いて、アミューズメント事業の説明をいたします。 

 

当事業におきましては、引き続き、ポケモン筐体を中心に好調に推移し、前年同期と比べ増収となりました。

利益面では、前年同期比微減となっておりますが、第１四半期は旅行や行楽需要の増加により筐体の収入

が一時的に落ち込むなど影響を受けたことでやや落ち着いた業績となりましたが、第２四半期は勢いを取り

戻し、売上、利益ともに、四半期ベースでは過去最高の業績となりました。 

 

タイトルの状況といたしましては、まず、『ポケモンメザスタ』につきましては、この夏に、イベントへの出展やマ

クドナルドのハッピーセットでの「タグ」配布など、様々な施策を行ったことなどが寄与し非常に好調に推移い

たしました。また、９月 14 日から稼動した新弾、「ゴージャススター２弾」も好調に推移いたしました。 

 

『ポケモンガオーレ』の海外展開につきましても、引き続き好調が続いており、大きく収益貢献いたしました。 
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そして、先月発表させていただきました通り、人気作品『NARUTO-ナルト-』の世界を体験できる新作アミュー

ズメントマシンを中国本土にて９月 26 日より稼動を開始いたしました。 

これまでのところ、順調な立ち上がりとなっており、今後さらに幅広いユーザー層への浸透に向けて取り組ん

でまいります。また、今後は、中国以外の地域への展開につきましても検討を進めております。 

 

資料_P11_音楽映像事業_概況 

 

続いて、音楽映像事業の概況となります。 

 

舞台公演およびアニメのパッケージ販売の収入が前年同期と比べ増加したことで増収となりましたが、舞台

公演関連の補助金の減少やアニメの二次利用収入の減少等により、前年同期比で減益となりました。 

 

第２四半期の主なタイトルといたしましては、アニメ「プリキュア」の劇場版最新作『映画プリキュアオールスタ

ーズ F』が 9 月 15 日に公開となりました。20 周年の記念タイトルとなる本作ですが、おかげさまでご好評をい

ただいており、10 月現在で興行収入 13 億円を突破し、シリーズ史上最高記録を更新いたしました。 

 

また、「ミュージカル『テニスの王子様』」、『ワールドトリガー the Stage』、「ミュージカル『憂国のモリアーテ

ィ』」といった人気シリーズの新作公演などを実施し、好評を博しました。 
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資料_P12_音楽映像事業_今後のラインナップ 

 

今後のラインナップといたしましては、10 月７日より、新作 TV アニメ『キボウノチカラ～オトナプリキュア＇２３

～』の放送を開始したほか、こちらも、従来の TV アニメシリーズが放送中の『ひろがるスカイ！プリキュア』の

LIVE 公演を 10 月 21 日に開催いたしました。 

 

ライブエンターテイメントでは、「ミュージカル『新テニスの王子様』」と「舞台『刀剣乱舞』」のシリーズ新作公

演、今期の新作「『Dancing☆Star プリキュア』The Stage」をこの 10 月から 11 月にかけて絶賛公演中となって

おります。 

 

今後も、シリーズ作品の新作公演から、今期立ち上げの新規タイトルまで、続々と公演を予定しております。 

 

以上が、各セグメントの概況となります。 
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最後に、今期の通期業績予想につきまして、お話させていただきます。 

 

資料_P.14_2024 年３月期_業績予想 

 

2024 年３月期の業績予想につきましては、当初の発表から変更なく、売上高 270 億円、営業利益 35 億円、

経常利益 36 億円、当期純利益 25 億 2,000 万円を目指し、引き続き、取り組んでまいります。 

 

今期は、各種タイトルのリリース日程等の都合から、利益面では下期偏重型となる見通しであり、それらを踏

まえた業績予想となっております。 

 

配当予想につきましても、当初予想の 33 円から修正はございません。 

 

以上をもちまして、決算説明を終了させていただきます。 

ご視聴いただきまして、誠にありがとうございました。 

 

以 上 


